
　

当
連
合
会
で
は
、
平
成
二
十
一
年

度
に
四
十
五
企
業
、
二
十
二
年
度
に

は
八
十
一
企
業
の
診
断
を
実
施
し
て

き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
簡
易
診
断
を
実
施
し

た
企
業
で
は
「
意
外
に
す
ぐ
で
き
る

省
エ
ネ
対
策
も
あ
り
参
考
に
な
る
」

と
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
連

合
会
で
は
地
元
商
工
会
に
相
談
し
て

ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

■
簡
易
診
断
と
は
■

【
診
断
】
申
込
み
を
受
け
診
断

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
デ
ー
タ
か
ら
仕

様
概
要
把
握
。
②
現
場
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
で
情
報
の
保
管
を
行
い
、
省
エ

ネ
簡
易
診
断
実
施
。
③
省
エ
ネ
診
断

の
中
で
、
具
体
的
な
改
善
提
案
を
提

示
。
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我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
低
く
、
燃
料
高
や
地
球
温
暖
化
防
止

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
企
業
に
と
っ
て
も
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
省
エ

ネ
対
策
は
喫
緊
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
さ
て
、
地
元
北
陸
電
力
管
内
で
も

今
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し
が
厳
し
い
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
工
会

と
し
て
は
、
一
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
省
エ
ネ
推
進
に
向
け
た
簡
易

診
断（
無
料
）推
進
体
制
を
強
化
し
、
企
業
が
生
産
力
等
を
落
と
さ
な
い
方

法
で
の
節
電
対
策
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

▼
省
エ
ネ
診
断
員
が
省
エ
ネ
簡
易

診
断
（
無
料
）
を
実
施
。

　

商
工
会
で
は
、
省
エ
ネ
指
導
員
を

県
連
合
会
に
一
名
配
置
す
る
と
と
も

に
、
入
善
町
商
工
会
と
高
岡
市
商
工

会
中
田
支
所
に
そ
れ
ぞ
れ
一
名
を
駐

在
さ
せ
、
省
エ
ネ
相
談
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
と
共

に
県
内
各
商
工
会
で
省
エ
ネ
に
関
す

る
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県

連
合
会
が
委
嘱
し
た
省
エ
ネ
診
断
員

（
企
業
で
実
務
経
験
を
有
す
る
方
等
）

は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
を
訪
問
し
、
作

業
行
動
や
機
械
設
備
の
使
用
方
法
等

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
企
業
の
実
情
と

経
営
資
源
を
勘
案
し
な
が
ら
企
業
毎

に
省
エ
ネ
提
案
を
実
施
し
て
い
る
。

▼
燃
料
費
等
の
経
費
節
減
に
！

企
業
内
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

簡
易
診
断(

無
料)

受
付
中
！

商工
春
秋
「
ク
ラ
ウ
ド
」

が
最
近
新
た
な

視
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
と
は
、
一
般
的
に
は
ク

ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

略
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
形
態
を
指

す
▼
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
後
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
視
点
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
と
は
、

災
害
や
事
故
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
出

来
事
が
起
き
た
際
に
、
事
業
を
継

続
で
き
る
よ
う
事
前
に
策
定
さ
れ

る
計
画
で
あ
る
▼
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
、
自
社
の
重
要
デ
ー
タ

を
紛
失
し
た
例
は
多
い
。
ま
た
、

震
災
後
の
計
画
停
電
の
影
響
で
、

自
社
保
有
の
基
幹
系
サ
ー
バ
を
稼

動
で
き
ず
、
業
務
に
支
障
が
出
た

例
も
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

事
態
に
備
え
る
為
、「
場
所
を
選
ば

ず
仕
事
を
再
開
で
き
る
環
境
」
を

実
現
す
る
手
段
と
し
て
、
ク
ラ
ウ

ド
を
検
討
す
る
企
業
が
増
え
て
い

る
▼
た
だ
し
、
前
提
と
な
る
の
は

「
非
常
時
に
ど
う
行
動
す
る
か
」
を

定
め
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
存
在
で
あ
る
。

優
先
す
べ
き
中
核
事
業
は
何
か
、

復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
調
達
ル
ー

ト
の
確
保
、
顧
客
や
従
業
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
ど

う
す
る
か
。
中
小
企
業
庁
で
は
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
を
作
成
し
て

い
る
。
緊
急
事
態
へ
の
備
え
と
し

て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
取
り
組
ん
で

は
い
か
が
か
。

２　県商工同友会総会、青年部部長研修会

３　月刊「商工会」より、商工会モデル工場研究会

４　経営支援シリーズ、資金繰り改善事例

５　地域資源活用事例　他

６　経営革新のすすめ

７　テクニカル・エンジニア育成塾　他

８　今月の各地のイベント

節電にご協力下さい。
　北陸電力から、今夏の電力不足を回避するた
め、不要不急の電気の使用を控えるなど企業や
家庭において、できる範囲で節電のご理解ご協
力のお願いの申し入れがございました。何卒皆
様のご協力をお願い申し上げます。

富山県商工会連合会
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県
商
工
同
友
会
（
道
古
伸
夫
会

長
）
は
六
月
三
日
、
中
小
企
業
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成

二
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
同
総
会
に
は
県
下
十
七
商
工

同
友
会
よ
り
会
員
約
百
名
が
出
席

し
、
来
賓
に
上
田
順
子
県
商
工
労

働
部
次
長
、
杉
田
和
樹
県
商
業
ま

ち
づ
く
り
課
長
ら
を
迎
え
開
か
れ

た
。

　

道
古
会
長
は
「
東
日
本
大
震
災

で
日
本
経
済
が
混
迷
す
る
中
、
影

響
を
受
け
た
地
元
の
中
小
企
業
が

回
復
し
、
地
域
に
寄
与
す
る
事
業

を
推
進
し
た
い
。
商
工
業
者
が
知

恵
を
出
し
合
い
消
費
を
促
す
こ
と

が
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
な
が
る
」

と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
吉
田
勉
南
砺
市
商
工

同
友
会
福
光
支
部
長
を
議
長
に
議

案
審
議
に
入
り
、
平
成
二
十
二
年

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算

承
認
の
件
や
平
成
二
十
三
年
度
事

業
計
画（
案
）同
収
支
予
算
書（
案
）

決
定
の
件
な
ど
原
案
ど
お
り
承
認

決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
送
る
義
援
金
活

動
を
引
き
続
き
展
開
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
経
済

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
内
田
裕
子
氏

を
講
師
に
迎
え
「
私
た
ち
の
生
活

は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
大
震
災
後

の
日
本
経
済
」
と
題
し
て
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。
講
演
の
中
で
内
田

氏
は
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
、

ガ
ス
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
創
出
・
利
用
の
重
要
性
を
語
り
、

今
回
の
震
災
の
影
響
で
改
め
て
日

本
の
品
質
の
高
い
部
品
が
世
界
中

に
影
響
を
与
え
て
い
る
現
状
を
指

摘
し
た
。

補助金の活用方法等について学ぶ青年部長

挨拶をする道古会長

補
助
金
と
地
域
資
源
の
活
用
を
学
ぶ

 

商
工
会
青
年
部「
部
長
研
修
会
」

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
林
紀

孝
会
長
）
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月

二
十
四
日
、
富
山
市
「
呉
羽
ハ
イ
ツ
」

に
お
い
て
青
年
部
長
研
修
会
を
開
催

し
た
。
本
研
修
会
は
、
青
年
部
長
の

経
営
知
識
の
習
得
や
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
毎
年
二
回
の
開

催
を
し
て
い
る
。
本
年
度
は
役
員

改
選
の
年
で
あ
り
、
新
青
年
部
長
全

員
が
参
加
し
研
修
を
行
っ
た
。
初
め

に
県
青
連
林
会
長
よ
り
「
震
災
で
経

営
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
会
員
も
お

り
、
資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
会
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

挨
拶
。　

　

研
修
で
は
、
富
山
県
商
工
会
連
合

会
広
域
指
導
課
よ
り
、｢

青
年
部
関

連
補
助
金
の
活
用｣

「
地
域
資
源
の

有
効
活
用
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
若

手
後
継
者
等
活
動
推
進
費
に
つ
い
て

は
、
各
青
年
部
か
経
営
に
役
立
つ
研

修
計
画
を
早
期
に
作
成
し
、
講
習
会

ス
タ
イ
ル
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ

討
議
等
の
ス
タ
イ
ル
も
検
討
す
る
よ

う
説
明
が
あ
っ
た
。
提
案
公
募
型
事

業
で
あ
る｢

元
気
な
商
工
会
地
域
づ

く
り
支
援
事
業｣

に
つ
い
て
は
、
地

域
の
特
性
を
発
見
し
、
先
進
的
、
独

創
的
な
事
業
を
計
画
す
る
よ
う
、
過

去
の
事
例
の
紹
介
が
な
さ
れ
、
補
助

金
対
象
と
な
る
経
費
科
目
な
ど
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　
「
地
域
資
源
の
有
効
活
用
」
に
つ

い
て
は
地
域
資
源
フ
ァ
ン
ド
事
業
や

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
挑
戦
応
援
事
業

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
県
内
青
年

部
が
取
り
組
ん
だ
事
例
紹
介
と
し
て

入
善
町
商
工
会
青
年
部
の
五
十
周
年

記
念
で
制
作
さ
れ
た
「
入
善
ブ
ラ
ウ

ン
ラ
ー
メ
ン
」
や
、
宇
奈
月
町
商
工

会
青
年
部
有
志
で
創
立
さ
れ
た
合
同

会
社
制
作
の
「
名
水
サ
イ
ダ
ー
」「
完

熟
林
檎
の
サ
イ
ダ
ー
」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
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県
商
工
会
モ
デ
ル
工
場
研
究
会

（
高
野
修
成
代
表
幹
事
）
は
、
六
月

三
日
、
マ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル
魚
津
駅

前
に
て
平
成
二
十
三
年
度
通
常
総

会
を
開
催
し
、
本
年
度
は
、
会
員

増
強
に
取
り
組
み
組
織
活
性
化
を

図
っ
て
行
く
こ
と
と
し
た
。

　

富
山
県
商
工
会
モ
デ
ル
工
場
研

究
会
は
、
会
員
企
業
の
連
携
を
密

に
し
、
経
営
の
合
理
化
に
関
す
る

研
究
を
通
じ
て
資
質
の
向
上
に
努

め
、
地
域
産
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

経
営
革
新
や
経
営
の
合
理
化
等

に
取
り
組
む
企
業
で
、
本
研
究
会

の
目
的
に
賛
同
頂
け
る
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
富
山
県
商
工
会
連

合
会
（
広
域
指
導
課
）、
最
寄
り
の

商
工
会
ま
で
。

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

▼
会
員
募
集
▲

富
山
県
商
工
会

モ
デ
ル
工
場

研
究
会

こ
の
ペ
ー
ジ
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
毎
月
発
刊
す
る
、
地

域
を
結
ぶ
総
合
情
報
誌　

月
刊
「
商
工
会
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
記
事
を
抜
粋
し
ま
し
た
。（
No.
６
よ
り
）

輝
け
商
工
会

「
鹿
児
島
県
霧
島
市
商
工
会
」

　

一
月
に
新
燃
岳
の
大
噴
火
が
あ
り

継
続
的
な
噴
火
が
続
い
て
い
る
九
州

を
代
表
す
る
観
光
地
の
一
つ
で
あ
る

霧
島
市
の
温
泉
街
で
は
風
評
被
害
な

ど
の
影
響
で
、
観
光
客
が
通
常
の
半

分
近
く
ま
で
減
少
し
た
。

　

霧
島
市
商
工
会
で
は
風
評
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
を
支
援
す

る
た
め
、
直
ち
に
金
融
相
談
窓
口
を

設
置
し
、
全
職
員
が
手
分
け
を
し
て

会
員
事
業
所
を
回
り
、
被
害
状
況

や
要
望
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。
ま
た
、
従
業
員
の
雇
用
を
維

持
す
る
の
が
困
難
な
状
況
か
ら
、
専

門
家
に
よ
る
雇
用
相
談
、
そ
し
て
ホ

テ
ル
・
旅
館
の
従
業
員
の
教
育
・
研

修
を
行
い
、
延
べ
一
千
五
百
人
が
参

加
し
た
。
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
経
営
者

か
ら
「
普
段
な
か
な
か
従
業
員
の
研

修
が
で
き
な
い
の
で
研
修
を
し
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
た
い
」
な
ど
の
声
が

商
工
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

地
方
の
新
た
な
い
ぶ
き

「
豆
腐
に
新
た
な
い
の
ち
を
与
え
る
」

　

中
山
間
地
域
で
あ
る
岩
手
県
八
幡

平
市
に
「
ふ
う
せ
つ
花
」
と
い
う
豆

腐
屋
が
あ
る
。「
ざ
る
豆
腐
」
と
「
生

湯
葉
」
を
軸
に
従
来
の
豆
腐
屋
の
イ

メ
ー
ジ
を
超
え
、
競
争
相
手
を
洋
菓

子
屋
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
店
づ
く
り

に
し
て
い
る
。
店
内
に
は
丸
い
ざ
る

豆
腐
も
多
種
類
あ
り
、
商
品
系
列
は

二
十
五
ほ
ど
を
数
え
る
。
店
売
り
と

ホ
テ
ル
へ
の
納
入
の
他
、
口
コ
ミ
に

よ
り
一
割
程
度
が
発
送
品
と
な
り
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。
年
間
販
売
額

は
一
億
円
弱
、
い
か
に
付
加
価
値
を

つ
け
て
い
く
か
に
腐
心
し
て
い
る
。

注
目
！
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
お
お
む
ら
夢
フ
ァ
ー
ム

  

シ
ュ
シ
ュ
」

　

長
崎
県
大
村
市
の
「
お
お
む
ら
夢

フ
ァ
ー
ム　

シ
ュ
シ
ュ
」
で
は
、
農

産
物
直
売
所
や
ア
イ
ス
工
房
、
体
験

や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
「
六
次
産
業

化
」
に
取
り
組
み
、
今
で
は
、
年
間

約
五
十
万
人
が
訪
れ
る
「
農
業
と
観

光
の
交
流
施
設
」
に
な
っ
た
。

　

直
売
所
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ

ス
テ
ム
で
販
売
状
況
を
一
時
間
ご
と

に
生
産
者
に
メ
ー
ル
配
信
し
て
い

る
。
生
産
者
は
在
庫
を
把
握
し
、
売

り
切
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
残
ら
な
い

よ
う
に
と
少
量
を
頻
繁
に
補
充
す
る

た
め
、
常
に
新
鮮
な
状
態
の
商
品
が

並
び
「
い
つ
で
も
新
鮮
な
品
が
豊
富

に
あ
る
」
と
い
う
評
判
が
広
が
り
、

多
く
の
お
客
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

日
本
礼
讃
・
こ
こ
に
し
か
な

い
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
〝
ア
ー
ト
の
県
〟
と
し
て
若
者
が

多
く
訪
れ
る
香
川
県
で
は
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
着
地
型
観

光
の
発
信
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

三
豊
市
商
工
会
女
性
部
の
ま
ち
あ

る
き
企
画
「
七
福
求
め
て
ぶ
ら
〜
り

み
と
よ
」
も
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
。「
湖
畔
の
春
風
を
受
け
、
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
に
挑
戦
」
も
満
員
御
礼

コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
だ
。
そ
の
他
、
茶

摘
み
体
験
が
で
き
る
「
風
薫
る
茶
畑

を
歩
い
て
、
新
茶
を
い
た
だ
こ
う
」

や
伝
統
工
芸
に
触
れ
ら
れ
る
「
本
山

寺
周
辺
散
策
と
讃
岐
の
手
ま
り
を
訪

ね
る
」、
お
遍
路
さ
な
が
ら
の
「
高

瀬
富
士
・
ミ
ニ
八
十
八
ケ
所
巡
り
と

昔
な
が
ら
の
鍛
冶
屋
さ
ん
」
な
ど
、

四
年
間
で
二
十
二
コ
ー
ス
を
作
り
上

げ
た
。
コ
ー
ス
設
定
に
は
、
商
工
会

の
つ
な
が
り
や
信
頼
を
活
か
し
て
、

住
民
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た

な
る
べ
く
飲
食
店
や
小
売
店
に
立
ち

寄
る
よ
う
に
設
定
し
た
こ
と
で
人
気

店
に
な
っ
た
店
も
多
数
あ
る
。
塩
田

部
長
は
「
三
豊
市
の
魅
力
を
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

地
に
足
を
つ
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。
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三
回
目
の
今
回
は
、
具
体
的
な

販
促
策
を
展
開
す
る
際
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

販
促
活
動
を
行
う
上
で
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
は
重
要
で
あ
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
選
び
方
に
よ
っ

て
、
販
促
の
効
果
に
差
が
出
る
か

ら
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
選
定

す
る
場
合
、
大
き
く
新
規
顧
客
と

既
存
顧
客
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら

に
新
規
顧
客
は
、
性
別
、
年
齢
、

地
域
、
生
活
ス
タ
イ
ル
等
を
組

み
合
わ
せ
て
選
定
で
き
る
。
既
存

顧
客
も
新
規
顧
客
と
同
様
で
あ
る

が
、
既
存
顧
客
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
る
場
合
、「
優
良
顧
客
」
を
選
別

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
優
良
顧
客
を
選
定
す
る
方

法
と
し
て
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
や
八
十

対
二
十
の
法
則
が
利
用
で
き
る
。

八
十
対
二
十
の
法
則
と
は
、
売
上

の
八
十
％
は
二
十
％
の
顧
客
が
生

み
出
す
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

販
促
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、

新
規
顧
客
を
取
り
込
む
の
か
、
優

良
顧
客
を
囲
い
込
む
の
か
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

優
良
顧
客
が
不
明
な
場
合
は
、
是

非
優
良
顧
客
の
把
握
に
努
め
た
い
。

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

 

経
営
安
定
特
別
相
談
室

金
融
円
滑
化
法
を
活
用
し
た
資
金
繰
り
改
善
事
例

【
課
題
】

　

当
社
は
、
永
年
衣
料
品
販
売
を
手

掛
け
て
き
た
が
、
取
引
先
層
の
高
齢

化
や
近
隣
に
大
手
業
者
の
進
出
等
に

よ
り
売
上
は
、
じ
り
貧
状
態
と
な
り
、

借
入
金
の
返
済
負
担
が
資
金
繰
り
を

圧
迫
、
余
裕
の
な
い
経
営
状
況
を
強

い
ら
れ
て
い
た
。

【
問
題
点
】

　

従
来
か
ら
手
元
資
金
は
脆
弱
で
あ

り
、
資
金
繰
り
の
逼
迫
か
ら
金
融
機

関
か
ら
の
繰
り
回
し
調
達
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。

【
提
案
事
項
】

　

資
金
繰
り
の
安
定
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
金
融
円
滑
化
法
を
活
用
し

て
、
借
入
の
と
り
ま
と
め
と
毎
月
返

済
額
の
軽
減
を
各
行
と
も
に
実
施
、

更
に
営
業
外
資
産
を
売
却
し
て
借
入

金
を
圧
縮
し
た
。

　
ま
た
、
専
門
家
か
ら
販
促
に
つ
い
て

の
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

【
支
援
効
果
】

　

当
面
の
資
金
繰
り
難
は
解
決
し
商

工
会
の
専
門
家
派
遣
を
利
用
し
て
、

販
促
の
指
導
を
受
け
、
更
に
店
舗
レ

イ
ア
ウ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直

し
等
を
実
施
し
た
。

企
業
名　

㈲
ワ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム

所
在
地　

小
矢
部
市
経
田

代
表
者　

横
井　

嘉
邦

業　

種　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

　

同
社
が
開
発
し
た
水
田
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
は
米
の
生
産
調
整（
転

作
）
の
計
画
や
作
付
け
状
況
の
把

握
、
助
成
金
の
計
算
な
ど
を
管
理

す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、
県
内
に

十
五
あ
る
水
田
農
業
推
進
協
議
会

の
う
ち
五
協
議
会
で
導
入
さ
れ
て

い
る
。

【
事
業
の
新
規
性
に
つ
い
て
】

　

本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
平
成
十
二

年
に
初
版
が
完
成
し
、そ
の
後
様
々

な
改
良
や
機
能
強
化
を
行
っ
て
き

た
。
他
社
の
同
類
の
も
の
と
比
較

す
る
と
次
の
様
な
特
徴
が
あ
る
。

◎
衛
星
画
像
に
も
対
応
し
た
地
図

表
示
機
能

　

地
図
の
表
示
機
能
に
よ
り
作
付

け
状
態
（
筆
情
報
）
が
可
視
化
で

き
る
ほ
か
、
農
家
別
や
作
物
別
に

色
分
け
表
示
も
可
能
。
更
に
、
衛

星
画
像
を
加
工
し
て
組
込
む
こ
と

で
、
よ
り
リ
ア
ル
な
地
形
情
報
を

表
示
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
ス
ペ

ク
ト
ル
分
析
か
ら
米
の
食
味
を
予

想
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
こ

の
技
術
を
応
用
す
れ
ば
、
付
加
価

値
の
高
い
米
作
り
に
も
貢
献
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
用
途
は

更
に
広
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
制
度
変
更
へ
の
迅
速
な
対
応

　

生
産
調
整
に
関
す
る
制
度
は
頻

繁
に
変
更
が
あ
る
。
近
年
で
は
戸

別
所
得
補
償
制
度
へ
の
対
応
は
大

き
な
変
更
と
な
っ
た
。
そ
の
他
に

も
必
要
な
帳
票
類
の
追
加
や
バ
ー

コ
ー
ド
利
用
な
ど
、
事
務
処
理
効

率
化
に
寄
与
す
る
様
々
な
改
良
を

ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
応
え
る
形
で
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
し
て
い
る
。

【
今
後
の
目
標
】

　

地
域
毎
で
独
自
性
の
強
い
協
議

会
に
対
し
て
、
き
め
細
か
な
対
応

が
可
能
な
当
社
の
強
み
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て
い
く

一
方
、
将
来
的
に
は
他
の
ソ
フ
ト

を
含
め
「
農
業
に
強
い
Ｉ
Ｔ
企
業
」

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。



　
「
行
者
に
ん
に
く
」
は
、
山
奥
で

修
行
に
励
む
修
験
者
が
、
急
斜
面

に
自
生
す
る
も
の
を
食
べ
て
修
行

を
続
け
た
植
物
。
血
行
を
促
進
し
、

体
を
温
め
、
疲
労
回
復
に
も
効
果

絶
大
で
、
精
力
の
源
、
栄
養
の
塊
、

香
り
に
ま
で
も
栄
養
が
あ
る
が
、

採
取
ま
で
に
は
８
年
も
の
歳
月
を

要
す
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
生
産
者
の
努
力

に
よ
り
利
賀
村
で
栽
培
さ
れ
、
深

い
雪
の
中
で
じ
っ
く
り
と
育
て
ら

れ
た
肉
厚
の
行
者
に
ん
に
く
が
、

近
年
収
穫
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

希
少
性
と
独
自
性
の
高
い
商
品

で
は
あ
る
が
、
本
物
・
安
全
・
安

心
を
求
め
る
消
費
者
に
う
ま
く
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
理
由
は
、
良
い

品
物
は
あ
る
が
、
旬
の
４
月
中
旬

か
ら
５
月
く
ら
い
に
生
で
し
か
販

売
で
き
ず
、
加
工
方
法
も
う
ま
く

見
つ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
問
題
を
抱
え
生
産
者
か

ら
、
販
売
ル
ー
ト
や
加
工
方
法
な

ど
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
、
商
工

会
と
し
て
地
域
資
源
の
活
用
と
地

域
の
経
済
振
興
の
た
め
に
協
力
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

商
品
の
価
値
と
し
て
は
、
他
に

な
い
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で

育
っ
た
が
ゆ
え
、
高
品
位
の
深
み

の
あ
る
産
品
と
な
っ
て
お
り
、
特

に
雪
の
中
か
ら
掘
り
出
し
た
も
の

は
、
香
り
に
ま
で
栄
養
が
詰
ま
っ

て
い
る
と
呼
ば
れ
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
強
み
を
引
き
出
す
売
り
方
、

加
工
に
つ
い
て
有
識
者
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
海
洋
深
層
水
に
付
け
込

み
、
成
分
を
逃
が
さ
ず
に
保
存
す

る
方
法
を
研
究
し
た
。

　

ま
た
、
醤
油
漬
け
は
過
去
に
製
品

化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
味
噌
漬

け
、
麹
づ
け
、
焼
酎
漬
け
な
ど
に
も

取
り
組
み
、
加
工
食
品
の
と
し
て
の

市
場
性
を
検
討
し
て
い
る
。

　

手
軽
な
加
工
食
品
と
し
て
、「
利

賀
の
行
者
に
ん
に
く
餃
子
」、
行
者

餃
子
（
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ギ
ョ
ウ
ザ
）

な
ど
の
仮
の
名
称
で
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
販
売
し
、
消
費
者
の
反
応

を
確
か
め
て
い
る
。

　

生
産
者
が
や
り
が
い
を
感
じ
る

環
境
づ
く
り
や
お
客
様
に
信
頼
さ

れ
る
加
工
方
法
、
手
軽
に
届
く
よ

う
流
通
（
販
売
）
体
制
を
構
築
す

べ
く
、
強
み
を
引
き
出
し
、
マ
ス

コ
ミ
に
訴
え
な
が
ら
、
売
れ
る
商

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

マ
ラ
ソ
ン
に
例
え
れ
ば
、
序
盤

を
過
ぎ
、
折
り
返
し
地
点
が
も
う

す
ぐ
と
い
う
段
階
で
あ
る
が
、
農

業
者
と
販
売
者
が
一
体
と
な
り
、

地
域
資
源
を
活
か
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
産
品
を
確
立
し
、
収
益
の
柱
を

築
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
げ
る
所
存
で
あ
る
。
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利
賀
の
資
源「
行
者
に
ん
に
く
」の

　
　
　
　
　 

活
用
に
つ
い
て

南
砺
市
商
工
会（
利
賀
村
支
部
）

富
山
県
商
工
会
連
合
会

　

六
月
十
六
日
、「
買
物
困
難
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
」
事
業
の
第
一

回
委
員
会
が
大
山
文
化
会
館
に
て
開

催
さ
れ
、
委
員
の
ほ
か
地
元
事
業
者

な
ど
二
十
二
名
が
参
加
し
た
。
事

務
局
か
ら
本
年
度
の
取
組
み
と
し
て

①
住
人
ア
ン
ケ
ー
ト
、
②
先
進
事
例

視
察
、
③
買
物
支
援
事
業
試
行 

実

施
の
説
明
が
あ
り
、
詳
細
内
容
に
つ

い
て
参
加
者
と
の
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。
後
半
は
富
山
大
学
教
授
の
清
家 

彰
敏
氏
と
ジ
ェ
ッ
ク
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
五
十
嵐 

篤
氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
、
本
事
業
に
対
す
る
理

解
度
を
深
め
た
。

議論を交わす委員メンバー

「新規学校卒業者に対する
求人確保」を要請

企
業
の
長
期
的
な
発
展
を
見
据
え

「
新
規
学
校
卒
業
者
」に

対
す
る
雇
用
拡
大
を
！

　

来
春
の
新
規
学
校
卒
業
者
に
対

す
る
求
人
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
等
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
六
月
七
日
、
県
や

県
教
育
委
員
会
、富
山
労
働
局
が
、

県
商
工
会
連
合
会
ら
経
済
団
体
に

「
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
に
対
す

る
求
人
の
確
保
」
の
要
請
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
「
大
学
や
高
校
等

の
卒
業
予
定
者
は
、
地
元
の
産
業

界
で
就
職
し
活
躍
す
る
こ
と
を
強

く
希
望
し
て
い
る
」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

震
災
の
影
響
で
企
業
の
生
産
能

力
が
落
ち
込
む
中
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
済
環
境
が
続
く
と
予
想

さ
れ
る
が
、
企
業
の
長
期
的
な
発

展
を
見
据
え
て
の
将
来
を
担
う
若

い
人
材
の
正
規
で
の
採
用
は
大
変

重
要
で
あ
る
の
で
、
会
員
企
業
に

伝
え
た
い
と
し
た
。

 

地
域
資
源
活
用
事
例
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新たな取り組みにチャレンジする中小企業を応援します！新たな取り組みにチャレンジする中小企業を応援します！

経営革新のすすめ経営革新のすすめ
り組組みにチャ すするる中中小小企企業業をを応応援り組組みみににチチャャレレンンジジすするる中中小小企企業業をを応応援り組みにチャレンジする中小企業を応援り組みにチャレンジする中小企業を応援

経営革新のすすめ経営革新のすすめ
❶ 自社の現状や課題を見極めたい！　❷ 自社の業績をアップさせたい！
❸ 自社の経営の向上を図りたい！
「中小企業新事業活動促進法」に基づく経営革新計画の作成は、これらの思いを
達成するための武器となります。

「経営革新計画」作成のメリット　

「経営革新」の２つのポイント　

Q&A

　経営革新計画の作成は、自社の経営資源等の現状や課題を分析し、今後の会社の目標と行動方針を明確にす
ることにより、経営の向上と業績のアップに役立てることができます。
　これに加えて、経営革新計画の承認を取得することによって、さまざまな公的な支援を受けることができます。

～支援策の例～
◆低利融資制度　　　　　：県制度融資、政府系金融機関での優遇金利の適用
◆信用保証協会の保証特例：一般保証枠の別枠が利用可能
◆特許関係料金減免制度　：審査請求料及び特許料を半額に軽減

１．新たな事業活動への挑戦
　次のいずれかに該当する取り組みを盛り込んだ計画を作成しましょう。
　（１）新商品の開発又は生産　　　　　　　　　（２）新役務の開発又は提供
　（３）商品の新たな生産又は販売の方式の導入　（４）役務の新たな提供の方式の導入その他の新たな事業活動
２．経営目標の設定
　以下の２つの指標をクリアする計画を作成しましょう。
　（１）付加価値額（または従業員一人あたり付加価値額）が年平均３％以上伸びていること。
　（２）経常利益が年平均１％以上伸びていること。

※計画の承認は各種支援策を保証するものではなく、計画の承認とは別に、それぞれの支援機関における審査が必要になります。

富山県商工労働部経営支援課　創業・ベンチャー係　℡076-444-3252（直通）
URL:http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/index.html 

申　請　先
問い合わせ先

Q&A
対象企業は？
富山県内に登記簿上の本社所在地のあ
る中小企業で、１年以上の事業実績が
ある企業が対象です。

Q1

A1

新事業活動とは？
個々の企業にとって新たな取り組みであれば、原則と
して承認対象です。ただし、地域・業種等において、
既に相当程度普及している技術・方式等は対象外です。

Q2

A2

「経営革新」は厳しい競争を勝ち抜くキーワードです。
他の企業との差別化を図り、オンリーワン企業を目指しましょう！
「経営革新」は厳しい競争を勝ち抜くキーワードです「経営革新」は厳しい競争を勝ち抜くキ ワ ドです「経営革新」は厳しい競争を勝ち抜くキ ワ ドです

審査方法は？
申請された計画書に関し、事前調査（ヒアリング）と審査会（申請者によるプレゼンテー
ション）を実施します。　※申請から承認まで概ね１～２か月の審査期間を要します。

Q3

A3
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　アイディアが浮かぶと同時に、発明者の皆さんを悩ませる問題の数々…。
そんな発明者の悩みを少しでも軽くするために、富山県発明協会では定期的
に無料相談会を開催しています。

開催月
高岡会場 富山会場

富山県発明協会 富山県民
会館

富山県新世紀産
業機構内会議室

8月 3，10，17，24，31日 4，11日 18，25日
9月 7，14，21，28日 8，15日 1，22，29日

【お問い合わせ・申込先】　富山県発明協会
高岡会場：高岡市二上150　富山県工業技術センター内　TEL0766-25-7259
富山会場：富山市高田527　富山県新世紀産業機構内　　TEL076-432-1119

平成23年度  無料発明相談会のご案内

　県では、ベンチャー企業・中小企業等の開発した新商品をトライアル発注商品として認定し、認定さ
れた商品の試し買いに努めるほか、県が試しに購入した商品については、使用後の意見をフィードバッ
クするなど、中小企業者のさらなる新商品開発や改善、販路拡大を応援しています。

募集（申請受付）期間

７月1日（金）から８月15日（月）まで
※申請相談は随時受付けています。

トライアル発注商品の申請募集！！ トライアル発注商品の申請募集！！ 
詳細については、富山県商工労働部経営支援課のHPよりご覧ください。
申請書・実施要綱等は、HPからダウンロードできます。
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/kj00002150-003-01.html
お問合せ先：経営支援課　創業・ベンチャー係（TEL076－444-3247）

生産技術部門の
役割が重要！

「テクニカル・エンジニア育成塾」開催のご案内「テクニカル・エンジニア育成塾」開催のご案内 第１期生
募集
第１期生
募集

主催：富山県≪事業の概要≫
　ものづくり産業が持続的に発展し、国際競争に打ち勝っていくためには、製品開発力に加え、開発設計されたものをいか
にスピーディーに高品質、低価格、そして安定的に作るかといった「生産技術」力を高めていくことが求められます。
　この塾では、企業の生産技術部門の人材（テクニカル・エンジニア※1）を中心に、製造部門の担当者や管理監督者等を
対象として、設計段階で生じる様々な問題点を未然に是正し、製造の完成度を上げる活動として広く使われている「デザイ
ンレビュー」（DR：設計審査※2）の手法や実例も紹介しながら、生産技術力の強化とそれを担う人材の育成を図ります。

■開催日　平成 23年８月４日（木）、８月５日（金）の２日間
■場　所　ボルファートとやま（富山市奥田新町８－１）
■対象者　企業の生産技術部門・製造部門の管理監督者・担当者及び中小企業の経営者（定員 15名）
■参加料　8,000 円（テキスト代、交流会費）
■内　容　①講義（QCDSレベル向上の考え方、デザインレビューの重要性と効果など）
　　　　　②講話（県内企業における生産技術部門とデザインレビューの取り組み事例の紹介）
　　　　　③個別演習（デザインレビューの実践に向けて）
　　　　　④交流会（講師や参加者相互による懇親、情報交換）
■申し込み・問い合わせ
　富山県 商工労働部 職業能力開発課　西野　TEL：076-444-3259　FAX：076-444-4406

※1 テクニカル・エンジニアとは
企業の設計部門（技術者）と製造部門（技能者）のインターフェースとなる生産
技術部門を担う人です。
設計部門からの設計図を製品化するために生産システムを構築し、製造部門がス
ムーズに生産できるように技術面のサポートをします。このため、製品知識に加
え、設計から製造までのものづくりに関する幅広い知識や経験が求められます。

※2 デザインレビュー（DR）とは
設計部門の設計案に対し、製造に着手する前に、
生産技術部門、製造部門、営業部門等がそれぞ
れのノウハウや情報をもとに、顧客ニーズに応
える「売れる商品づくり」を目指して、様々な
角度から設計書を評価・審査する場です。

生産技術部門の
役割が重要！

何でこんなに利益が
出ないのか…

経営者

何でこんなに納期通り
に作れないの？

営業部門
何でこんな使いにくい設備、
工程になっているの？

製造部門

何でこんなに狙い通りの
QCDSのものが出来ないのか…

商品開発部門
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広域指導課

あさひまつり

NISHIMACHI「ライトアッププロムナード」
東と西で｢大納涼祭｣

リバ－サイドフェスタ2011

ふれあい青空市
「やまだの案山子」

入善ふるさと七夕まつり

有峰森林文化村祭り

第26回ふなはしまつり

ふるさと観光上市まつり

ふるさと商工まつり2011
「下条川まつり」

ユカタデダンス

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

つざわ川まつり花火大会

峡谷花火響宴

福野ビッグ夏の市
＆スキヤキ・ミ－ツ・ザ・ワ－ルド2011

おわら風の盆前夜祭

華街道くれは祭り

立山山麓音楽祭

チャリティ釣大会

ふるさと商工まつりin大島

夏まつりRIVERSIDE2011

第5回たてやまドンドン祭り

越中おわら宇奈月

安田城月見の宴

７／３0（土）～7／31（日）

７／３0（土）～８／6（土）
大納涼祭は8／6（土）のみ

８／7（日）

８月 土曜・日曜

８／５（金）～７（日）

８／6（土）

８／6（土）

８／１２（金）～１３（土）

８／１３（土）

８／１3（土）

８／１3（土）

８／１3（土）・２7（土）

８／１５（月）

８／１８（木）

８／19（金）～２0（土）

８／２０（土）～３０（火）

８／２0（土）

８／２0（土）

８／２0（土）

８／２0（土）

８／２1（日）

８／２1（日）

８／２５（木）～３１（水）

８／２7（土）

0765-83-2280

076-455-3181

0766-64-1426

076-457-2333

0765-72-0163

076-483-1420

076-464-1516

076-472-0716

0766-55-8023

0763-22-2536

076-455-3181

076-454-5138

0766-61-2356

0765-65-0022

0763-22-2536

076-454-5138

076-436-0135

076-483-1420

076-463-1221
076-464-1516

0766-52-1329

0766-67-0756

076-463-1221

0765-65-0022

076-469-2495

イベント名 開 催 日 お問合せ先

８月月各地の

あさひまつり実行委員会

東町・西町商工振興会

リバ－サイドフェスタ２０１1実行委員会

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

入善町商工会

富山市南商工会大山支部

ふなはしまつり実行委員会
（立山舟橋商工会舟橋支所内）

上市町商工会

射水市商工会小杉支所

南砺市商工会福野事務所

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

小矢部市商工会津沢支所

黒部・宇奈月温泉観光協会

南砺市商工会福野事務所

おわら風の盆行事運営委員会

富山市北商工会呉羽支所

富山市南商工会大山支部

立山舟橋商工会本所
立山舟橋商工会舟橋支所

射水市商工会大島支所

小矢部市商工会小矢部支所

立山舟橋商工会本所

黒部・宇奈月温泉観光協会

安田城月見の宴実行委員会


